
茶
会
記
の
姿　

―
藪
内
流
伝
授
式
な
ど
―

一
〇
（
75
）

　

茶
会
記
は
、
先
の
論
説
［
２
０
１
８
矢
野
・
耕
三
寺
］
に
続
き
、
茶
会
４
、５
、６

と
連
番
す
る
。

　

茶
会
４
で
は
、
伝
授
式
に
お
け
る
道
具
組
が
わ
か
る
。

　

茶
会
５
に
は
、
藪
内
家
伝
来
の
茶
道
具
に
関
し
て
、
詳
細
な
注
記
が
さ
れ
て
お

り
、
貴
重
で
あ
る
。

　

茶
会
６
に
は
、
後
に
藪
内
家
に
移
築
さ
れ
た
、
緝
熈
堂
（
元
「
墨
竹
の
間
」）、
須

弥
蔵
や
、
飛
雲
閣
の
「
八
景
の
間
」
に
お
け
る
飾
り
付
け
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
本
字
体
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

「
茶
会
４
」

（
本
文
）

文
政
十
一
年
六
月
十
八
日	

注
１

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
儀
右
衛
門	

注
２

　
　
　
　
　
　
　
　

多
田
紹
及

　
　
　
　
　
　
　
　

川
瀬
紹
悦

　
　

右
三
人
江
藪
内
紹
智
ゟ
傳
受	

注
３

床　

剣
仲
畫
像　

竹
心
讃

　
　

香
爐　

唐
物
唐
金
三
足

研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
茶
会
記
の
姿
　
―
藪
内
流
伝
授
式
な
ど
―

耕
三
寺
　
華
　
蓮 

　

今
回
翻
刻
す
る
茶
会
記
は
、
前
回
［
矢
野
・
耕
三
寺
２
０
１
８
］
と
同
様
に
未
整
理
の
茶
会
記
の
ま
と
ま
り
か
ら
三
点
を
翻
刻
す
る
。
一
つ
目
は
文
政
十
一
年
六

月
十
八
日
藪
内
家
に
お
い
て
三
名
に
伝
授
を
行
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
二
つ
目
は
そ
の
三
日
後
の
会
で
あ
る
。
三
つ
目
は
西
本
願
寺
で
の
茶
会
で
あ
る
。
な
お

茶
会
記
が
催
さ
れ
た
年
次
等
に
つ
い
て
は
注
記
に
記
し
た
。
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）

真
臺
子　
　
　
　

初
代
遠
坂

釜
風
爐　

七
五
三
ノ
手　
　
　

初
代
九
兵
衛
作

水
指　
　

唐
金
タ（

抱
）キ

桶

杓
立　
　

唐
金
桃
シ（

尻
）リ

蓋
置　
　

ホ
（
火
舎
）ヤ

　

右
三
品　

義
政
公
御
物

茶
器　
　

黒
棗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
阿
弥
作

　

剣
仲
皆
伝
之
節
利
休
盛
阿
弥
へ
被
申
付
候
所

□
袋　

雲
月
廣
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
政
御
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盆　
　

初
代
遠
坂
写

茶
杓　

孫
手
写　

紹
智
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
政
公
御
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
巾
臺　

比
老
斎
写

茶
碗　

建
盞　

銀
フ（

覆
輪
）

ク
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
合

天
目
臺　

唐
物　
　
　
　
　
　

炭
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灰
器

建
水　

唐
金

　
　
　
　
　

尤
唐
物

「
茶
会
５
」

（
本
文
）

六
月
二
十
一
日
朝　
　
　

於
燕
庵
□
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
村
紹
賀	

注
４

　
　
　
　
　
　
　

摂
州
有
馬
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
儀
右
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田
紹
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
瀬
紹
悦

　
　
　
　
　
　
　

若
州
家
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
野
齊
三

懸
物　

汲
江　

横
大
字　
　
　

雪
舟
横
物

釜　
　

天
明　

小
カ（

肩
衝
）

タ
付　

ハ
シ
キ
ハ
タ

風
爐　

中
平
形　
　
　
　
　
　
　

当
時
了
全
作

香
合　

唐
物
青
貝　

少
庵
ヨ
リ
真
翁
へ	

注
５

　
　
　

所
□

炭
斗　

ト
組
エ（

餌
畚
）

フ
こ　
　
　
　

当
紹
智
好

灰
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
品

花
入　

竹
置
筒　
　
　
　
　
　
　

紹
智
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一
二
（
73
）

　

花　

芭
蕉
ノ
一
葉

　
　
　

芭
蕉
水
仙
椿
三
伝
傳
之
一
也

水
指　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
中
作

　
　

廣
口
耳
付

　
　

木
地
蓋
青
竹
ハ
シ
キ

茶
器　

秀
吉
公
御
銘　

八
重
桜　
　

藤
四
郎
作	

注
６

　

本
来
信
長
公
御
物
也
本
能
寺
乱
ニ
紛
失
ニ
及

　

秀
吉
公
其
後
□
々
御
吟
味
ノ
砌
剣
仲
南
都
ニ
テ

　

見
出
利
休
ニ
見
世
候
所
即
刻
同
伴
シ
テ
登
城

　

秀
吉
公
へ
入
御
覧
候
所
無
相
違
所
ト
御
意
ニ
テ

　

御
銘
ヲ
被
下
候
由
其
御
席
ニ
幽
齋
侯
被
候
候

袋　

電
廣
東　
　
　

其
席
ニ
テ

　
　
　
　
　
　

秀
吉
公
ゟ
相
伝

　
　

ヒ（
日
野
）ノ

カ
ン
東　

其
席
ニ
テ
幽
齋
候
ゟ
被
下

　
　

伊
東
廣
東　
　

其
席
ニ
テ
利
休
ヨ
リ
贈

挽
入　

黒
真
塗

　
　
　

朱
塗
ニ
テ
御
銘
ア
リ　
　
　
　

幽
齋
侯
筆

　

袋　

イ（
印
伝
）

ン
デ
ン　

幽
齋
候
ゟ
被
下

箱　

蓋
表　

八
重
桜
ト　
　

寂
如
上
人
筆

　
　

蓋
裏　

寸
法
書
付　
　

剣
仲
筆

盆　

ホ（
彫
）リ

物
ア
リ

　

モ
ト
信
長
公
ノ
御
物
ナ（

楢
）ラ

柴
ノ
御
盆
ナ
リ

　

秀
吉
公
御
物
御
所
持
之
砌
利
休
御
命
ヲ
承
リ
右

　

ナ
ラ
シ
ハ
ハ
カ
シ
ケ
タ
ル
物
故
唐
物
皆
朱
御
盆
ト

　

御
取
替
申
ス
モ
ト
ノ
御
盆
ハ
利
休
被
下
候
其

　

御
盆
ヲ
剣
仲
へ
取
合
可
燃
ト
テ
□
□
候
趣
也

右
二
品
ト
モ
外
箱　

喫
茶
壺
庵
牕
下
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
如
花
押

茶
碗　

井
戸　
　
　
　
　
　

真
翁
箱
書
付

茶
杓　

桑
木　
　
　
　
　
　

利
休
作

　

筒
ニ　

利
休
茶
杓
孫
手
ト
申
サ
レ
候

　
　
　
　

此
道
を
孫
ひ
ま
こ
ま
て
伝
ふ
へ
し

　
　
　
　

手
に
と
て
も
心
ゆ
る
す
な　

剣
仲

　

右
ハ
剣
仲
皆
伝
之
節
相
用
候
も
の

　

外
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
心
書
付

竹
輪　

マ（
曲
）ケ

建
水

薄
茶
器　

小
棗　
　
　
　
　
　
　
　

藝
阿
弥

替
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比
老
斎
作

　
　

會
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
崎
味
噌

交
趾　
　
　
　
　
　
　
　
　

汁　

小
芋

向　

干
ア
ン
コ　
　
　
　
　
　
　

干
ワ
ラ
ヒ
ホ
サ
キ

　
　

花
カ
ツ
ヲ

　
　

二
杯
酢　
　
　
　
　
　

飯
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三
（
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）

菓
子
椀　

コ
ク
シ
ヨ
ウ

　
　
　
　

鯉
青
切

　
　
　
　

午
房
サ
ゝ
カ
キ

　
　
　
　

岩
茸

吸
物　
　

□
干
水
せ
ン
寺

　
　
　
　

小
梅
干

取
肴　
　

川
海
老
ニ
ツ
ケ

　
　
　
　

新
生
姜

片
口　

呉
州　

サ
ツ
マ
ノ
紅
貝　
　

香
物

　
　
　
　
　
　

ヲ
ロ
シ
酢

菓
子　
　
　
　

ク
ツ
モ
チ

取
菓
子　
　
　

虎
屋
白
玉

　
　
　
　
　
　

松
坂
松
風

茶　
　

初
祝　
　
　
　
　

上
林
道
安

　

承
リ
候
ま
ゝ
書
付
候
□
ナ
リ

「
茶
会
６
」

（
本
文
）

極
月
十
一
日
申
刻　

西
本
願
寺	

注
７

掛
軸　
　
　

夢
想

（
窓
）国

師
一
行
物

釜　
　
　
　

大
阿
弥
陀
堂
与
次
郎
作	

注
８

茶
入　
　
　

瀬
戸　

楽
□　
　
　

　

袋 

丹
地
中
牡
丹

　

銘 

遠
山　

比
老
斎
書
付	

注
９

茶
碗　
　
　

粉
引

　

銘 

慶
雲　

澤
庵
和
尚
書
付

茶
杓　
　
　

不
住
斎
共
筒

　

銘 

わ
ひ
さ
す
る

水
指　
　
　

故
遠
坂
作

　
　
　
　
　

真
手
桶

香
合　
　
　

染
付
蓋
物

花
生　
　
　

利
休
作

　
　
　
　
　

弐
重
切
無
銘

　

花　

庭
と
こ

　
　
　

寒
き
く

炭
斗　
　
　

手
瓢

灰
器　
　
　

宗
品

蓋
置　
　
　

竹
挽
切

水
達　
　
　

唐
津

　

茶
請　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
み
そ

南
京
茶
わ
ん　
　
　
　
　
　
　

汁　

白
小
豆

向 
□
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
名
た
け

　

 

四
方
焼
豆
腐　
　
　
　
　
　

飯

煮
物　

角
半
平　
　
　
　
　
　

焼
物　

鯛
塩
焼
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（
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）

　
　
　

□
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煮
抜
玉
子

吸
物　

つ（
鶴
）る　

　
　
　
　

取
肴　

木
葉
阿
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
い
壷

く（
菓
子
）

わ
し　
　
　

若
草
ま
ん
ち
う

　
　
　
　
　
　

か
ら
た
け

茶 

初
白

墨
竹
之
間	

注
10

掛
物　
　
　
　

義
政
公 

竹
懐
紙	

注
11

釜　
　
　
　
　

与
次
郎
作
廣
口

棚　
　
　
　
　

先
之
御
門
主
好	

注
12

　
　
　
　
　
　
　
　

紅
梅
棚

水
指　
　
　
　

の
ん
こ
う
作

　
　
　
　
　
　
　

赤
四
方

茶
器　
　
　
　

朱
棗 

雁
蒔
絵

茶
わ
ん　
　
　

志
野
筒

　
　
　
　
　
　

唐
津

　
　
　
　
　
　

空
中

茶
杓　
　
　
　

有
楽
齋
共
筒

香
合　
　
　
　

蛤　

菊
置
上

花
生　
　
　
　

青
磁

　

花　

梅
椿

西
湖
之
間	

注
13

掛
軸　
　
　
　

唐
画

　
　
　
　
　
　
　

江
夏
少
僊	

注
14

釜　
　
　
　
　

道
仁
作

　
　
　
　
　
　
　
　

姥
口

棚
花　
　
　
　

銀
釣
香
爐

　
　
　
　
　
　

珊
瑚
染
之
紐

須
弥
蔵	

注
15

掛
物　
　
　
　

不
住
斎

　
　
　
　
　
　
　

千
鳥
画
賛

釜　
　
　
　
　

手
と
り
釜

　
　

□

注
記

注
１　

文
政
十
一
年
六
月
十
八
日　

武
田
儀
右
衛
門
が
相
伝
を
受
け
た
の
は
文
政
十
二
年
六

月
と
さ
れ
て
お
り
（
井
上
秀
二 

（
摂
津
の
藪
内
流
茶
道 

武
田
儀
右
衛
門
と
茶
室
「
燕
庵
」

一
九
九
七
年
））、
年
次
が
齟
齬
す
る
。

注
２　

武
田
儀
右
衛
門　

紹
翁
。
摂
津
の
有
馬
郡
結
場
村
に
住
む
富
商
で
あ
っ
た
。
文
政

十
二
（
一
八
二
九
）
年
六
月
に
竹
翁
よ
り
相
伝
を
受
け
た
と
さ
れ
る
（
注
１
）。
天
保
二

（
一
八
三
一
）
年
頃
、
燕
庵
写
し
を
建
立
。
燕
庵
は
相
伝
を
受
け
た
者
の
み
、
写
す
こ
と
が

許
さ
れ
る
。
家
元
の
燕
庵
が
焼
失
な
ど
に
よ
り
無
く
な
っ
た
と
き
に
、
一
番
古
い
燕
庵
写

し
が
家
元
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
七
月
に
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一
五
（
70
）

起
き
た
蛤
御
門
の
変
に
よ
り
藪
内
家
の
家
屋
が
全
焼
し
た
際
、
武
田
儀
右
衛
門
の
持
つ
燕

庵
写
し
を
移
築
し
た
。

注
３　

藪
内
紹
智
よ
り
伝
免　

七
代
桂
隠
斎
竹
翁
紹
智
（
一
七
七
四
～
一
八
四
六
）。
皆
伝
伝

授
の
儀
式
は
真
台
子
天
目
点
に
て
行
わ
れ
る
。

注
４　

寺
村
紹
賀　

助
右
衛
門
。
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
～
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
。

京
都
の
糸
問
屋
。
蕪
村
門
下
十
哲
で
も
あ
っ
た
。
六
代
の
比
老
斎
竹
陰
紹
智
に
師
事
。
竹

翁
よ
り
皆
伝
を
も
ら
う
。

注
５　

香
合　

唐
物
青
貝　

少
庵
ヨ
リ
真
翁　

千
少
庵
か
ら
二
代
月
心
軒
真
翁
紹
智
に
贈
ら

れ
た
青
貝
香
合
。
宝
尽
文
（
図
１
）。

注
６　

茶
器　

秀
吉
公
御
物　

八
重
桜　

剣
仲
が
奈
良
で
見
出
し
た
古
瀬
戸
肩
衝
茶
入
。（
図

２
・
３
）
秀
吉
が
奈
良
に
ち
な
み
、
古
歌
の
「
い
に
し
え
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜
…
」
か
ら

銘
を
つ
け
た
。
挽
家
は
秀
吉
が
初
代
盛
阿
弥
に
作
ら
せ
、
細
川
幽
斎
が
「
八
重
桜
」
を
朱

漆
書
し
て
い
る
。
内
箱
の
表
に
は
西
本
願
寺
十
四
代
の
寂
如
上
人
が
「
や
重
さ
久
羅
」
を

記
し
、
蓋
裏
に
は
竹
心
が
寸
法
を
記
し
て
い
る
。
茶
人
盆
と
し
て
、
利
休
よ
り
豊
公
御
物

で
あ
っ
た
楢
柴
茶
入
に
添
え
ら
れ
て
い
た
唐
物
彫
物
盆
が
贈
ら
れ
た
。
替
え
の
盆
と
し
て
、

唐
物
若
狭
盆
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
仕
覆
は
、
秀
吉
よ
り
稲
妻
漢
東
、
幽
斎
よ
り
伊
東
間

道
、
利
休
よ
り
日
野
間
道
が
好
み
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
る
。
本
会
記
で
は
、
幽
斎
よ
り
日

野
間
道
、
利
休
よ
り
伊
東
間
道
が
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り

と
思
わ
れ
る
。

　

本
項
の
記
載
を
含
め
、
細
川
幽
斎
を
「
幽
齋
侯
」
と
記
載
す
る
方
針
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
三
文
字
目
は
「
候
」
に
見
え
る
。
但
し
、
混
乱
が
生
じ
る
の
で
翻
刻
で
は
「
侯
」
と
翻

字
し
た
。

注
７　

極
月
十
一
日
申
刻　

西
本
願
寺　

こ
の
茶
会
記
を
含
む
綴
は
、
冒
頭
に
「
文
政
五
年
」

と
あ
り
、
そ
の
最
後
に
本
茶
会
が
記
さ
れ
る
。し
た
が
っ
て
本
茶
会
も
文
政
五
年
と
思
わ
れ
る
。

注
８　

大
阿
弥
陀
堂
与
次
郎
作　

千
少
庵
か
ら
利
休
の
遺
物
と
し
て
、
二
代
真
翁
の
も
と
に

き
た
三
種
の
釜
の
一
つ
が
著
名
で
あ
る
（
図
４
）。
こ
の
本
願
寺
の
会
で
使
わ
れ
た
の
が
そ

れ
で
あ
る
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
が
、
参
考
と
し
て
図
を
記
す
。

注
９　

遠
山　

藪
内
家
の
塗
師
。

注
10　

墨
竹
之
間　

西
本
願
寺
（
本
願
寺
派
）
の
第
十
七
世
法
如
上
人
（
一
七
〇
七
～

一
七
八
九
）
あ
る
い
は
第
十
八
世
文
如
上
人
（
一
七
四
四
～
一
七
九
九
）
の
居
間
で
あ
っ

た
と
伝
わ
る
。
吉
村
孝
敬
（
一
七
六
六
～
一
八
三
六
）
筆
の
竹
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
「
墨

竹
の
間
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。
蛤
御
門
の
変
後
、
明
治
に
な
っ
て
藪
内
家
に
移
築
さ
れ
る

際
に
、
茶
室
と
し
て
の
機
能
を
加
味
さ
れ
、
書
院
座
敷
の
趣
を
残
し
つ
つ
草
庵
風
に
改
築

さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
藪
内
家
に
移
築
後
、
緝
熈
堂
と
名
付
け
ら
れ
た
。

注
11　

掛
物　

義
政
公 

竹
懐
紙　

大
谷
家
（
本
派
本
願
寺
）
第
一
回
蔵
品
売
立
目
録
の
「
義

政
公
懐
紙　

詠
竹
不
改
色
」（
図
５
）
に
相
当
す
る
か
。

注
12　

先
之
御
門
主　

こ
の
会
記
が
文
政
五
年
で
あ
っ
た
な
ら
当
時
の
御
門
主
は
、
第
十
九

世
本
如
上
人
（
一
七
七
八
～
一
八
二
七
）。
先
の
御
門
主
は
、
文
如
上
人
と
な
り
、
紅
梅
棚

は
、
文
如
好
み
と
な
る
。

注
13　

西
湖
の
間　

西
本
願
寺
に
お
い
て
、
西
湖
の
瀟
湘
八
景
を
描
い
た
部
屋
と
し
て
は
、

飛
雲
閣
の
初
層
の
「
八
景
の
間
」
が
該
当
す
る
。

注
14　

江
夏
少
僊　

呉
偉［
一
四
五
九
～
一
五
〇
八
］中
国
、
明
代
中
期
浙
派
の
代
表
的
画
家
。

字
は
士
英
、
の
ち
次
翁
、
号
に
魯
夫
、
小
仙
（
小
僊
）
が
あ
る
。
湖
北
省
武
昌
に
生
ま
れ
、

南
京
に
移
住
、
成
化
年
間
（
一
四
六
五
～
八
七
）
画
院
に
入
っ
た
が
、
憲
宗
の
死
後
追
放

さ
れ
、
一
四
九
九
年
（
弘
治
12
）
画
院
に
復
帰
し
〈
画
状
元
図
書
〉
印
を
賜
っ
た
。

注
15　

須
弥
蔵　

西
本
願
寺
（
本
願
寺
派
）
の
第
十
四
世
寂
如
上
人
（
一
六
五
一
～

一
七
二
五
）
が
藪
内
家
五
代
不
住
斎
竹
心
と
共
に
建
て
ら
れ
た
茶
室
。
蛤
御
門
の
変
後
、

明
治
に
な
っ
て
藪
内
家
に
移
築
さ
れ
た
。
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図 1　唐物青貝香合

図 2　八重桜肩衝 唐物若狭盆 仕覆

図 3　八重桜肩衝 唐物盆 挽家

図 4　大阿弥陀堂釜

図 5　足利義正懐紙
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